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女性の土地・財産権を保障することは、人間開発を効果的かつ持続可能な形で確実に推し

進める上で不可欠であるという認識が広まっています。従って、ある国の男女平等に関する

状況を評価する際、女性がこの権利を享受しているか否かを考慮することが非常に重要と

なります。スリランカの憲法は、土地・財産の所有権に関して差別的なものではありません。

しかし、スリランカでは伝統的に財産相続権が一族の男性に与えられるケースがほとんど

です。男性は一家の大黒柱として家族を支える存在とみなされるからです。 
ラサさんは三人兄弟の一番下です。未婚の彼女は、家族が所有する家で暮らしています。

彼女の両親は、この家の所有権を次兄へと移しました。また、長兄には水田の所有権を与え

ました。彼女の両親は、ラサさんには結婚時にお金を与えようと考えていたのです。 しか

し、不運なことに父親が他界してしまい、母親は彼女に対して何もしてあげられませんでし

た。というのも、母親には家の資産を管理する権限がなかったからです。母親が他界した後、

彼女は兄の扶養家族となり、困難な生活を強いられました。これも、彼女が両親の土地・財

産に対する権利を持っていないのが原因です。このような状況の中、婦人服仕立業をして収

入を得ようとしましたが、ミシンが一台しかなく、また仕事のために家の一部を使用するこ

とも許可してもらえませんでした。起業のための物件を賃貸し、追加のミシンを購入するた

めに銀行から融資を受けようとしましたが、担保が無いために受けられませんでした。 
マーラさんは既婚女性で、夫と 4 人の子供とともに農村地域で暮らしています。農業を

営む夫にはかなりの収入があり、家屋と水田を所有しています。しかし、夫は徐々にアルコ

ール依存症となり、ギャンブルにも手を染めていきました。さらに、夫が自宅を担保に借金

をしていたことが発覚しました。彼女にこの事実を知らせず、夫は家計には一銭も入れてい

ませんでした。しかし彼女は、子供のために黙って耐えるしかありませんでした。  
以上は、土地・財産権を持たない数多くの貧しい女性が抱える問題のほんの一部の事例で

す。貧しい農村の集落ではいまだに男性が優位で、大半の男性が女性よりも土地・財産を利

用し、管理しています。その結果、女性の従属的な立場や家族への依存がさらに悪化してい

るのです。   
土地・財産の所有権を持たないが故に女性が不利な立場に置かれている現状は、全国レベ

ルの調査でも明らかになりました。スリランカでは 30 年間におよぶ内戦の後に、荒廃した

地域への再定住化を図る政策が実施されていますが、その過程においてさまざまな問題が

露呈しています。この内戦によりスリランカの北部州および東部州で家長である多くの男

性が死亡または行方不明になり、女性が一家を支えざるを得なくなりました。しかし、その

大半は家と土地を失ってシングルマザーとなり、彼女たちは収入も生計を立てる手段も無

いまま、子供を育てていくことを余儀なくされています。  
このような女性の大多数は、内戦で命を落とした夫の死亡証明書を取得するのが困難な



状況にあり、夫の財産の権利を失う結果となっています。土地を所有する家の家長を女性が

引き継いだ場合でも、彼女たちに土地の所有権に関する基礎知識が無いために、所有権を取

得することができないことも少なくありません。土地管理に関する政策が女性に対する配

慮を欠いていることも、女性にとってマイナスに働いています。 
タミル人やイスラム教徒のコミュニティー内では、花嫁の持参金制度が存在するために、

土地や家屋は伝統的に女性の名義になっています。しかし、新たに土地や家屋の登記を行う

際には世帯主の男性名義にするよう、開発業者や政府の役人から求められる傾向がありま

す。この慣習により、再定住化を進める際の土地配分において、女性の土地・財産権が著し

く損なわれています。なお、女性に土地・財産権が認められている場合でも、土地に関する

決定権は男性優位であり、男性の決断に依存している状況が全国各地で見受けられます。  
その一方で、内戦終結後という背景の中、女性が世帯主である家庭が適切な住居を手に入

れられず苦労を強いられている現実が次第に明らかになり、さまざまな救済措置も講じら

れています。新たなイニシアティブが導入され、既存の活動グループのエンパワーメントが

図られる中、女性たちは徐々に自らの土地・財産権について認識を深めつつあります。 
農村地域の貧しい女性に対しては、財産の所有権を確保するための法的な支援が必要で

す。また、彼女たちが土地や財産を生産的な方法で利用できるよう、意識啓発を図ることが

求められています。女性の土地・財産権が保障されることで、貧しい農村地域のコミュニテ

ィーで暮らす数多くの女性は恩恵を受け、男性と平等の権利を享受することができるので

す。 
 


